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を認めた, に機 腸管は著明に拡張,--一叢駈門額頭腸管をこぼ

由色粘土様U)内容を認め極めて細かつた.また大網をこ包

埋 された約 3cm の褒状物を認めた, これは壊死腸管が

意離 した屯a)と考えられた.手術は拡張膨東部を切険 し

端射 こ吻合したL鮪当日より連 日ガ射 ､ログラフイソ院

勝を得ない,経 に3摂取は Lア病 田より開娩 経過は順調で
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を経験 した｡駁治争術として G王A 吻合野を用いた M離 豆m

手術を施行 したがそ翻間濁点をこついて若干の文献的考察

を食め言及 した.
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症例は ヨガ用の激児初審隼 息F--38日満期 正 常 分 娩 をこ て

出牛.,J侶 叫 :佃 裾.三':拾1聴 二°~宮 ･∴ 卜 畑 1丹 iL :†∵ ∴ 仁

糖に異常はなかったが9 3カ53検診 で 腹 部 膨 満 を 指 摘 き

れ 当院小児科を受診 し 直ちに Å 院 と な っ た も Å 院 時

著明な肝藤太と貧血を認めず∴ 脚 P 3 ,7 8 叡 暇 /m l で あ っ

上上一,城中 ＼rl･l▲-＼tlTコ/[LylllL, い . , 操 車 l lL t-(_I. Y;二日 /′H

m鍔Cr.と異常高値 を示 L た . 篠 崎 の 検 査 よ り 転 移 巣

は肝のみと判定,右副 腎 原 発 の 神 経 芽 細 胞 藤 st媚 e 閥

-Sと診断 したtja m e s 療 法 を 施 汚 し 晋 肝 願 太 が 改 善

した6月20E3をこ藤 藤 を 摘 出 し た , 審 症 例 の 経 過 を 述 べ る

とと屯に若干の 考 察 を 加 え て 報 告 す る .

封 背 部 よ り 発 塗 し た 乳 児 型 線 維 内 藤 の 且 例
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乾 酒 豪 ｡ 石 川 裕 乏

3 割 鷲 検 診 を 機 会 をこ 診 断 さ れ た 背 部 発 生 の ｢ 乳 児 型 線

鱒 潤 願 J a") 治 療 経 験 を 報 告 す る .

症 例 は 3 才 6 ケ 月 の 女 児 で , 2 才 頃 か ら 背 部 の 膨 隆 に

気づかれていたが3才児検診で異常を指摘され受診となっ

たr減感は径3cm 太の満了勤健のない弾性硬,豪商平滑

なあのであったが,題密漁検査で皮下の充実性の腫癖で

あり.腹腰との逮紋のないことが判明嘗/たため摘出術を行っ

腰痛で,術中迅速病理検索をこて悪性が疑われたため筋層

を含め摘出を行-｡た.組織像は紡線形gp瞳癌細胞が密をこ

増殖 し∴-部は浸潤性であり,発症細胞浸潤や血管外威厳

様の所見とあわせ ｢乳児型線維肉腫｣と診断された.術

後化学療法は行っていないが予4ケ)=遠を経過 し局所再発

や肺転移の所見はない魯なお審症例は左腎無形成を合併

しており審疾患の党棄性素因を寛拍するものと考えられ

上.

馴 鹿遺静脈癖をこ対す る硬化療法 と くに手技 と

二.･'_し､､I二.Lこ
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坪野 健広 帝小山健太郎
人目 iH巨､･.し直春 和 一

内 祝 的 硬 化 療法として92T shoTも型の内視線を用い

ブ 盲卜 -ハ ン ド法で静脈感内直接注入法を施行 してきたが7

奪 回 き ゃ で uアふスチニL-ブを改良 し塩化 どこ-ル性,

軟 性 透 明 チ エヱ--ブにtj駿E3パル--J及び穿刺針透導チャソ

ネ ル を 設 置 L硬化療法済ガイ ドチ二l:---プとし使用 し以下

の 結 論 を えた食吊 プu--ソド法と比較 しより安全確

実 な 穿 刺 が行丁能となったV2)穿刺針が)呼吸性移動の影

響 な く 静 脈療遣敵 性測定が施行できた句3)静脈療出

血 時 に 転 圧迫止血が容易で段好な視野を確保できた.射

m 側 バ ルー-調こより金身血流中-の散布を減少 しえた.

削 いわゆ る食道癌 肉腫 の 且例
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食 道 をこ 原 発 す る悪性膝癌のうち,同一獲轟内に癌腫と

肉 感 が 混 在 す る い わゆる癌肉腫はきわめてまれな疾患で

あ る . わ れ わ 摘 ま 凝逝 この 且例を経験 Lたので報告する.

症 例 は , 燕 下 困 難 を主訴として釆霞冨し 食道造影およ

び 食 道 内 視 鏡 検 査 で 予 胸部率 曲下部食遠をこ腫療型の隆起
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性病変を認めた.生検では偽肉腫噌生を伴なう中分化型

扇平上皮癌と診断されたため,昭和62年u月1望軋 胸部

し古三'1m1㌦ :1'1,N2､十).Mい.上11い､Stこ1LqL-Ⅲ,tくHI､

CEnで,病巣は最大径塊cm の広基性隆起とその周辺の

びらん隆病変から成り,組織学的をこ隆起部は肉感状増殖

を示し 基部近傍で商分化型嘉畢上皮癌をこ移行するいわ

ゆる癌肉腫の形態をkIつた.紺0.2をこリソバ節転移を

認めたれ鮪后は CDD喜コ,BLM による化学療法を施行芦

現在再発の所見なi健在である書

奪回は本症例を授示しタ若干の文献的考察を翫え報告

する.

10,良甘畑 も昭二しト.-1閏
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食道癌肉腫は食道落後寝癖の中で屯稀な疾患であるが9

その1例を経験したので報告する9

症鮎 ま約才の男性で芦嘩下困敵 船骨後部痛を主訴と

し 上部消化管造影で食道膿癖を認め,内祝鍍下生検で

偏平上皮癌の診断で胸部食道全滴を施行したも薩慶は 甘m

∴.い)､こ上り.1ト_.八..10.1)1いて.杵 ､上.

切除標本の病理組織学的所見では,陸癌の東部馴 £平

滑筋肉腫で占められ,産廃基部東面き陸癌周辺の食道粘

晩 腰痛臓部表面の-部に轟分化の扇平上皮癌を認めた.

またァ痛感と肉感との境界は明瞭で芳醇行革や dTOP-

P皇m琵Offは認められず夕霧の癌肉感と考えた.

癌肉腫の観念はきひとつの腰痛の率に痛感と肉腫が混

在する鮎ので V汗ehow をこよって捜喝されたが,その肉

勝機成分をこ-二〕いては橡櫓の説があかれ いわゆる癌肉腫,

偽肉腫などの概念が授喝されており,いまだをこ結論が得

られず,今後の検討をこ墨守捧される鮎のである.

且D 当科をこおけ る非開胸食道抜去術症例の検討

j三:Lrl適 応 ∴問題点 に-~~,い二

軍望 慧惑 溺 偽筆警 吏紺 赤十字病院∋

昭和54年趨月より本年摘月までをこ当科で切除ざれた1且0

例殿食道癌症例のうち,非開胸食道抜去術を施行 した症

泰釆胸部食道癌をこ対する観治手術としては開胸開鷹をこ

よるリソバ節部活を伴 う食道亜全摘術と蒋麹が行われる

那,次をこ述べるような条件の場合に,食道抜去術が適応

:i2Lr-)

となると考える.

招 ¶…幣部食道に癌経があり,遠隔転移や或いは リソバ筋

転移が高度で観治手術が期待されをこくい症鰍

2) 蔵齢者や,全身的疾患を合併している po｡TT立S紘

帆

部 族肺機能朝挿疾患 骨胸膜疾患のため開胸が困難と思

われた症例与

逮) 他臓器癌術後で,食道癌が表在癌である磯潜や

以上自験例をもとに声その動 転と問願意及び倉静症等に

ついて検討した.

且2)十二指腸液療穿孔による汎発性腹膜楽と

噴門部進行胃癌し'与川輔車り

慶山 妾鉱 療齢 川正樹 を糟 中東病院∋ttL守 隅 ･

西巻 淀 を賢濁 車李 f肇
川田 段指 摘ヨ崎市高桑医院)

最近高齢者の十二指腸濃慶穿孔による髄膜炎には しば

しば遭遇するが声進行胃癌との同時合併症例は橡めて少

ないと思われる書われわれは十二指腸濃癌穿孔による汎

発性腹膜炎の診断で緊急手術を施行し,胃鏡腐食餅と思

われた症例がタ術後の病理検査にて噴門部進行腎癌と利

巧濁したため,2期約に鮮碑合併胃全摘術を施行した症例

を経験 Lたので絡祭する｡症例は7嶺歳の男性,既往歴で

は,腐乱堅,気管支嘱息了慢性閉塞性肺疾患にて内翻的

洲か巨 昭和(;二甘 〔‖jL'tiH.I:1-･ト -確唐様し叫轟主二.拍

都全体の激痛をこて深夜丸院や.

ただちに,十二指腸漁歯穿孔による汎発性腹膜炎と診

断し,手術施行 砂腎鰍上部ノ-噴門部をこ療病様の炎症性変

化夕硬結あり,胃液癌と判断し できるだけ病変部を切

除するようにして胃切除術施行｡病理検査をこて十二指腸

清鳴穿孔と天分化骨1別納ンi.(N'十号診断さい,lot-:丹I

Fi.押搾合併胃全摘酢 Ⅰく川1＼PH＼'胞子十 六S.lNド､.i.

N抱 3,竣sbのリンパ腺転移を認めた,術後経過は良好

て予‥守∴.
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早期胃癌を合併 した 1例
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